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教員の特 支援教育に するやりがいを 進する要

の検討 
特 支援学 と 学 とを して 

 
  お の 子大学大学院 間文化 学研  

 
要約 

特 支援教育の （文部 学省 2003）に い 新たに の学 に在 する LD ADHD 自

の 生 が支援 となった。 学 び 学 の の学 では 生 の指導と同時に発

の も必要となり 教員は や を えながら日 の指導にあたっていると考えられる（ 部・

2008）。本研 では 特 支援学 と 学 の教員の特 支援教育に するやりがい び 務

に を える要 の セスを し よりやりがいを って特 支援教育を行うにはどのような支援が

必要か検討を行うための を行った。パス の 特 支援学 の教員の特 支援教育に す

るやりがいは 同 からの 的 ー や自 有 によって まり さらにこのやりがいと同時に 管

理 からの 的 ー を受けることにより 務 が まることが らかとなった。そのため 特

支援学 の教員に しては 同 と して特 支援教育を行うことを 進し 管理 はその を 的

に することが必要であると考えられる。また 学 の教員の特 支援教育に するやりがい

は 管理 からの 的 ー により まるが このやりがいは 務 には を えておら

務 は自 有 び同 からの 的 ー により まることが らかとなった。そのため 学

の教員に しては 特 支援教育に関する ・ の や研修 を行うなど学 レ での ー

が必要であり 務 を 進するには同 との 的な交 が必要であると考えられる。 

 

キー・ワード 発  特 支援教育 教員 やりがい 務  

 

 問題と目的 

 1． 児教育の  

 特 支援教育 とは 生 一 と

りの教育的 ー を し その てる力を め

生活や学習上の を は するため

な指導 び必要な支援を行うものである（文部

学省 2007）。 
 14年に文部 学省が実 した により  

LD ADHD 自 により学習や生活

で特 な教育的支援を必要とする 生 が

6 度の で の学 に在 している

性が された（文部 学省 2002）。これにより

の 度 に 特 の で指導を行う 特

教育 から のある 生 一 とりの教育

的 ー に て な教育的支援を行う 特

支援教育 の が られた（文部 学省
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2003）。 
 また 後の特 支援教育の在り方について

（ ）（文部 学省 2003）では 学

生活において 心的に 生 と関 る教員は

のある 生 の な理 者であり また

特 支援教育の で重要な役 を たしていると

されている。 
 
 2． 学校 び中学校 特別支援学校の教 の

特別支援教育に る  

特 支援教育の により ・ 学 におけ

る特 支援教育の 生 観 支援観も 化して

いる。1990年代にはまだ 一的な 生 観が

心であったが 発 が導 されたことで

一的な発 ではうまくいかないということが

された（佐 ・ 2015）。学 の で一

指 に従 ない 生 がいた その

生 は の になりがちであるが 発

があり 言 での指 が りにくいことが理 さ

れると そのような 生 もいるのかという発

見 び きが生 るようになった。そして2000
年代になると LD ADHD ス ー

などの である発 が られるようになり

にはい い な 生 がいるという認 が

まった。さらに 2010 年代になると い い

な子どもがいること自 が になりつつあり

な 生 が を しているという部

から を見るという見立ての が生 た。 
また 特 支援教育に関して大きな 化がもた

らされ ・ 学 の の学 における LD
ADHD 自 といった発 生

の指導では教師自 が ってきた学習指導や学

営がうまく 教員は や を え

ている（ 部・ 2008）と考えられる。 
さらに ・ ・ ・ （2016）の研

において 特 支援学 に 務し特 支援教育の

を有する教員においても 生 の指導

や支援を行う で った があるという が

らかとなっている。  
 
 3．特別支援教育に る り いと

感に 連 る要  

 文部 学省（2013）の 教 員の ンタ

ス について（ まとめ）において 教 員

が心 ともに を して 的に 務に取り

やりがいを って教育活動を行うことが重

要であると されている。教 員の ンタ

ス の として における 間関係の

ちにくさが指 されており における

な 間関係の形 や 教 員間の ュ ケー

ョンが重要だと考えられる。 行研 においても

内で実行された教員 の 的 ー び

的 ー と 務 との間には関 があ

り ー が 務 を める 性が

あることが されている（ 2006）。 
 また 教 員がやりがいを って教育活動を行

うためには 教 員自 が自 を 観 し 定

した ちで 事ができるよう ンタ の自

管理に めることも重要である（文部 学省

2013）と されている。 ・ （2007）は 重

学 担 教師の 務特性が らの 務

に す を検討した。その 事を行

う に主 的に取り が多く 自 の

を自ら する が多い ど 教師は担当して

いる 事に して有 を く 的に

は 務 も くなることが された。 
 以上により 教員のやりがい び 務 を

める要 として 内 ー と自 有 が

関 していると考えられる。しかし の学

で特 支援教育が行 れている 学 と特 な配

を要する 生 の支援を行う特 支援学 で

は 学 による特性の いから 内 ー

や特 支援教育に する自 有 に いが

あると される。特 支援学 の教員は特 支

援教育が主たる 務であるため、特 支援教育に

するやりがいが 務 を めていると考え
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られる。一方で 学 の教員においては 特 支

援教育に するやりがいが 務 に直

を えているとは らないと される。 
 
 4．本研究の目的 

本研 では 特 支援学 と 学 の特性から

教員の特 支援教育に するやりがい び 務

に を える要 の セスを し よ

りやりがいを って特 支援教育を行うにはどの

ような支援が必要であるか検討する。本研 の

を 1に す。 

 
1 本研究の  

 
Ⅱ  

 1． 者 

 者は A にある公立特 支援学 1
び公立 学 4 の教員である。 

 
 2． の き 

者の を て 学 の学 長から

を得て特 支援学 の教員 100部 学 4
の教員 83 部の を配 し 自

記 の を実 した。 においては

者の を て行った。 の主 や

事 については の表 に文 による

を記 し の記 をもって同 を得

たものとした。 はい れも 記名で行 れた。

の 時間は 15 と予 された。 
 
 3．  

時 は2018年8 22日 10 23日。 
 
 4．  

 本 の は 以 に すフ ス ー

と5つの 度で した。 
 ）フ ス ー  

 性 年 属する学 の記 を求めた。 
 ）特 支援学 の教員に する  

 年度の役 担 をしている は 属部と

学年 ラスで ーム・ ィー ン が行 れて

いるか 学 での支援 の有 と 度の を

求めた。また の特 支援学 において特

支援 ー ィ ーターの役 を担う役 は自立活

動 であるため 自立活動 の配置の有 を

自立活動 の 内での有 性に し 5
件 で を求めた。 
 ） 学 の教員に する  

 年度の役 学 担 をしている は学年

の を求めた。次に 学 での特 支援に関す

る 内 員 の有 を 行 れている に

は 度と ン ーの を求めた。また 学

での特 支援 ー ィ ーターの配置の有 を

どの役 の が担っているか を求め

特 支援 ー ィ ーターの 内での有 性に

し 5 件 で を求めた。さらに 担当して

いる ラスあるいは に担当した ラスに発

（ がある び いのある ）が

いたことがあるかについて を求めた。 
 ）教 における自 有 度 

 内・ （2000）が した 教員の教 に

おける自 有 の度 いを 定する 度である。

10 から り 6件 で を求める。自 有

が い に6点 1点を え 10 の得点

を した。 
 ） ー ー 度 

 （1994）の研 で使 された での

ー の度 いを 定する 度である。 的

ー 8 と 的 ー 6 の 14
を管理 と同 のそれ れについて5件 で

を求める。 ー ー が い ど

得点が くなる。 
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 ）特 支援教育に する および 担 

 （2009）の研 で使 された 特 支援教

育 担 度 14 のうち 度 お

よび 担 の7 を特 支援教育に する

および 担の度 いを 定するために使 した。

5 件 で を求める。 得点が い ど

との関 りにおいて 担 が いことを す。 
 ）特 支援教育に するやりがい 

 （2009）の研 で使 された 特 支援教

育 担 度 14 のうち 度 やりが

いのなさ の7 を特 支援教育に するやり

がいの度 いを 定するために使 した。 は

5 件 で求める。 得点が い ど と

の関 りにおいてやりがいを ることを す。 
 ） 務 度 

 （2006）の研 で使 された教 に する

の度 いを 定する 度である。 （2006）
が した 度は4 で されているが 教

師になってよかったと う という は教 に

おける自 有 度と重 しているため 本

では した。3 について 5 件 で を

求める。 得点が い ど 教 に して

を ていることを す。 
 
Ⅲ 結  

 1． 協 者の概要 

 特 支援学 の教員 56 名（ 56 ）

学 の教員60名（ 72 ）から を得た。 
学 の教員のうち 担当している ラスあ

るいは に担当した ラスに発 （

がある び いのある ）がいたことがあ

るか という に し いたことがない び

であった 者2名を の から 外

した。また の5 （ の10 ）

以上が であった 者 11 名 び担 を

したことのない 教 3名を の から

外した。 的に 特 支援学 の教員52名

学 の教員48名の 100名を とした。 

 ） 力者の 要 

 フ ス ー から得られた 力者の 要

を表 1 に す。 者の性 は 性が

40 性が 60 であった。 2 検定の

特 支援学 と 学 の に は られなか

った（ 2=.527, n.s.）。また 者の年代は

20 代が 20 40 代が 40 であった。 2検定

の 特 支援学 と 学 の年代 に は

られなかった（ 2=4.491, n.s.）。 
 

表1 協 者の概要 

特別⽀援学校
（n=52）

⼩学校
（n=48）

全体
（n=100）

性別
 男性 18（35％） 20（42％） 38（38％）
 ⼥性 34（65％） 28（58％） 62（62％）
年代
 20代 11（21％） 8（17％） 19（19％）
 30代 8（15％） 3（6％） 11（11％）
 40代 21（40％） 18（38％） 39（39％）
 50代 10（19％） 15（31％） 25（25％）
 60代以上 2（4％） 4（8％） 6（6％）
役職
 管理職 2 2
 ⼩学部 13
 中学部 14
 ⾼等部 16
 学級担任 34
 特別⽀援学級担任 6
 その他 7 6  

 
） 内支援 について 

 特 支援学 の教員のうち を く 員

が の特 支援学 で支援 が行 れてい

ると した。 
 特 支援学 に 自立活動 がいるか

たとこ を く 51 名 員が 自立活動

がいる と した。さらに 自立活動

が学 の で上 く していると ている

か たとこ ややそう う と した

が12名（24 ） そう う と した が23 
名（46 ）であった（ 2）。 
 学 で 特 支援に関する 内 員 が行



  教員の特 支援教育に するやりがいを 進する要 の検討 特 支援学 と 学 とを して 39
 

れているか たとこ を く 46 名

員が 行 れている と した。また 特

支援 ー ィ ーターがいるか たとこ

を く 46 名 員が 特 支援 ー ィ

ーターがいる と した。特 支援 ー ィ

ーターが学 の で上 く していると て

いるか たとこ ややそう う と し

た が18名（40 ） そう う と した  

2 立活動 の校 での 性（ 50） 
 

3 特別支援コー ネーターの校 での

性（ 45） 

 
表2 度 の  

が14名（31 ）であった（ 3）。 
 
2． 度 の 結  

特 支援学 と 学 の教員の 度得点の

の を ン ーのU検定を いて 
検討した（表2）。 
その 特 支援教育に する および

担 特 支援教育に するやりがいにおいて有

が認められた。特 支援学 の教員よりも 学

の教員の方が特 支援教育に する および

担は有 に く（z=.-2.724, p<.01） 学 の

教員よりも特 支援学 の教員の方が特 支援教

育に するやりがいは有 に かった（z=-4.180, 
p<.001）。 
 
3． 特別支援教育に る り い び  

感 に るプロ スの 討 

 特 支援学 と 学 の教員 について 度

の相関を検討した 特 支援教育に するや

りがいは 教 における自 有 度（r=.325,
 p<.01） 管理 の ー ー （r=.
292, p<.01） 同 の ー ー （r
=.320, p<.01）との間で い の相関 特 支援

教育に する および 担（r=-.237, p<.05） 
との間で い の相関 務 （r=.458, p<.
01）との間で 度の の相関が られた。また

SD SD

教 における自 有 37.12 7.30 35.71 6.19 -1.213

ー ー （管理 ） 53.62 9.28 55.06 9.78 -.781

的 ー （管理 ） 31.13 5.47 32.23 5.72 -1.123

的 ー （管理 ） 22.48 4.49 22.83 4.38 -.194

ー ー （同 ） 59.27 7.23 57.46 8.58 -1.057

的 ー （同 ） 33.58 5.01 32.94 5.04 -.470

的 ー （同 ） 25.69 3.50 24.52 4.02 -1.386

特 支援教育に する および 担 19.56 4.55 21.94 4.39 -2.724**

特 支援教育に するやりがい 30.60 3.03 27.25 4.18 -4.180***

務 12.56 1.80 11.85 1.75 -1.903
** .01 *** .001

特 支援学 （n=52） 学 （n=48）
z
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務 は 教 における自 有 度（r=.
544, p<.01） 同 の ー ー （r
=.408, p<.01）との間で 度の の相関 管理

の ー ー （r=.398, p<.01）と

の間で い の相関 特 支援教育に する

および 担（r=-.232, p<.05）との間で い の

相関が られた。 
これにより 特 支援学 と 学 の教員

において 特 支援教育に するやりがい び  
務 は ての 度と関 があることが ら

かとなった。そこで 相関関係が認められた 度

から 特 支援教育に するやりがい さらに

務 に る セスをパス を いて検

討した。 
）特 支援学 教員の の検  

 特 支援学 のパス を 4に す。同 

の 的 ー から 特 支援教育に す

るやりがい に0.1 で有 な のパス（.45
0）が 教 における自 有 から 特 支

援教育に するやりがい に 1 で有 な

のパス（.359）が られた。また 管理 の

的 ー から 務 に 0.1 で

有 な のパス（.432）が 教 における自 有

から 務 に 1 で のパス

（.298）が 特 支援教育に するやりがい か

ら 務 に1 で有 な のパス（.
282）が られた。なお 係数は て 化 定

である。この が しいという は

5 で されなかった（ 2(2)=.750, p=.68
7）。また 度の はこの が ータによ

く していることを している。 

 以上より 特 支援学 の教員の 務 は

管理 の 的 ー によって まると同時に

同 の 的 ー び自 有 が特 支援

教育に するやりがいを め それが 務

を 進しているということが される。 

） 学 教員の の検  

 学 のパス を 5 に す。 管理

の 的 ー から 特 支援教育に する

やりがい に 1 で有 な のパス（.348）
が られたが 特 支援教育に するやりがい

から 務 の のパス（.187）は有

な ではなかった。 務 は 教 に

おける自 有 （.422）と 同 の 的

ー （.390）が0.1 で有 な のパスを

していた。なお 係数は て 化 定 である。

この が しいという は 5 で

されなかった（ 2(3)=1.314, p=.726）。また

度の はこの が ータによく して

いることを している。 
 以上より 学 の教員の 務 には自

有 び同 の 的 ー が を し

ていることが される。一方で 特 支援教育

に するやりがいは 管理 の 的 ー に

よって 進されるが 務 には を

していないと考えられる。 

4 特別支援学校の ス ル  

5 学校の ス ル  
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 1． 協 者と の学校の特性 

 ） 力者特性 

 学 の教員 の 担当している ラスある

いは に担当した ラスに発 （ が

ある び いのある ）がいたことがある

か という に し いたことがない び

であった 者は60名のうち2名であった。

このことから と どの教員が ラスで発

を担当したことがあり の学 の で

とともに発 の指導を行っていること

が らかとなった。 
 者の性 は 性教員が特 支援学

で 65 学 で 58 と が い となっ

た。 的に見ると 公立特 支援学 における

性教員の は61 公立 学 における 性

教員の は62 であり A においては公立特

支援学 における 性教員の は63 公立

学 における 性教員の は 56 である

（e-Stat の 2018）。そのため

本研 の 者の 性の はA における

性教員の と同 度であると言える。 
 ）特 支援学 の特性 

 となった特 支援学 では 数の教

員によって ラスの 生 を担当する 度であ

る ーム・ ィー ン が行 れており 特 支

援学 に在 する 生 が 心して学 生活を

ることができるよう 教員が を共有し う

である支援 も行 れていることが

の から らかとなった。さらに

には 主に 内において教員に し自立活動の

スや ー を行うなど 教員の相談

となる自立活動 がおり 自立活動 が学

の で上 く していると ているか と

いう に し 70 の教員が そう う び

ややそう う と したため 自立活動

が 内における自立活動の要となっていることが

される。 ーム・ ィー ン の実 や自立

活動 の 在により 教員同士が 生 の指

導を して行っていることが考えられる。 
） 学 の特性 

 の ての 学 で 支援を必要とする

に関する を教員間で共有し より い支

援を行うための し いの である 内 員 が

かれていることが らかとなった。また

の ての 学 に特 支援 ー ィ ーター

がおり 主に特 支援学 担 が特 支援 ー

ィ ーターの役 を担っていることが かった。

特 支援 ー ィ ーターが学 の で上 く

していると ているか という に し

ややそう う そう う と した教員は

の 70 と大 を めていたが そのうち

そう う と した教員は31 であり 特

支援学 の自立活動 に する と する

と ない であった。特 支援 ー ィ ータ

ーの役 には 内の教員の相談 内外の

関係者との び 整 の関係 関との

ー り 者の相談 教育的な支

援などがある（ 立特 支援教育 研

2012）。本研 の では 特 支援学

担 が特 支援 ー ィ ーターの役 を担って

おり 特 支援学 の担 として担当している特

支援学 の の支援の かに 特 支援 ー

ィ ーターとして の学 に在 する支援が

必要な の支援や 外の関係 関との

ー りなど 内外の活動を行うことは で

あると される。そのため 特 支援学 の自

立活動 に する と すると 学 に

おいて特 支援 ー ィ ーターが学 の で上

く していると る教員が ないのではな

いかと考えられる。 
 
 2．学校 による特別支援教育に る の

 

 特 支援学 と 学 の教員では 学 の教

員の方が 特 支援教育に する および 担
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の得点が く 特 支援学 の教員の方が 特

支援教育に するやりがい の得点が い と

なり の いが認められた。 学 の教員の

方が 特 支援教育に する や 担を えて

おり 特 支援学 の教員の方が特 支援教育に

するやりがいを っていることが された。 
 学 の の学 には LDやADHD
自 といった発 が在 しているが

ての の学 の教員が特 支援教育や発

の 的な を っている けではない

（ 部・ 2008）。また 学 の の学

の教員は 学 において と発 の

指導を同時に行 なくてはならないため 学

の の学 で発 と関 る教員は 特

支援教育の実 に を ていると考えられる

（ ・ 本 2008）。 
 学 の教員の 特 支援教育に するやりが

い の 得点は27.3点であった。この 特 支

援教育に するやりがい は7 の5件 で

されているため 得点は 35 点である。

学 の教員の 特 支援教育に するやりがい

の の 得点は 4点であるため 学

の教員が特 支援教育に してやりがいを て

いない けではない。しかしながら 特 支援学

の教員と すると得点が い。これは 学

の教員が特 支援教育に し や 担も

ているためだと考えられる。 
 
 3．教 にお る 感 び ーシャルサ

ート 特別支援教育に る り い，

感に るプロ ス 

 ）特 支援学 教員における セスの検討 

 特 支援学 の教員の 務 は 管理 の

的 ー によって まると同時に 同 の

的 ー び自 有 が特 支援教育に

するやりがいを め それが 務 を 進

していることがパス により らかとなった。 
これにより 特 支援教育に するやりがい

び 務 には教 における自 有 び

ー ー が を していることが

され 行研 の 当性が 認された。 
特 支援教育に するやりがいには 的

ー が を すことが らかとなったが

的 ー とは や ス

資的な支援（ 2014）である。特 支援学

の教員においては 同 からの 的 ー が

特 支援教育に するやりがいに を して

いた。これは ーム・ ィー ン が実 され

ているなど 教員同士で ュ ケー ョンを取

りながら を共有し 同 の教員と して特

支援教育を行うことが多いため 同 の 的

ー が特 支援教育に するやりがいに

を していることが考えられる。 
また特 支援学 の教員の 務 は 特

支援教育に するやりがいと同時に まし 共

支 などの 的 ー を管理 から受け

ることで 進されることが される。これは

日 特 支援教育に取り 教員を管理 が

に したり 的な関 りを って したりす

ることで 教員としての自 がつき 務

を めるためだと考えられる。 
さらに 教 における自 有 が特 支援教

育に するやりがい び 務 の 方に

を えていることが らかとなった。 学 では

学習指導要 により教育の方 や が定められ

教員に求められる 性が であるのに し

特 支援学 の教員に求められる特 支援教育の

性は 日 学 で 生 を支援するこ

との 重 で れるものであると考えられる。

そのため 特 支援学 の教員にとって 特 支

援教育を行う で 性を に け その で自

らの教師としての有 を ることは 特 支

援教育のやりがいに を すだけでなく 直

務 にも を すと考えられる。 
 ） 学 教員における セスの検討 

 学 の教員の 務 には自 有 び
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同 の 的 ー が を しており 特

支援教育に するやりがいは管理 の 的

ー によって 進されるが 務 には直

的に を していないことがパス の

から らかとなった。 
特 支援教育に するやりがい び 務

には ー ー が を しているこ

とが され 行研 の 当性が 認された。一

方で 自 有 は 務 には を し

ていたが 特 支援教育に するやりがいには

を していなかった。 
学 の教員においては 管理 からの 的

ー が特 支援教育に するやりがいに

を していた。管理 からの 的 ー と

いうのは 管理 が主となって行う学 レ で

の特 支援教育に関する や の や 研

修 の ー である。特 支援教育の に

い 度が 化し 学 の教員は特 支援教育に

する や が ないことから 特 支援教

育に関する や研修 を必要としていると考え

られ、これにより教員の特 支援教育に するや

りがいが 進されると される。しかし 学

の教員の特 支援教育に するやりがいの 定

係数の は く 管理 の 的 ー の で

特 支援教育に するやりがいを するのは

であり 他の要 も関 していると考えられ

る。 
また 学 の教員の 務 には 同 か

らの 的 ー び自 有 が を

していることが された。 学 では 同 の

教員から りにされたり 相談を受けたりして自

心を めることや 同 との 的な交 があ

ることで 務 が 進されると考えられる。

一方で 自 有 は 務 には を

していたが 特 支援教育に するやりがいに

を していない。これは 学 の教員は特

支援教育ではなく 学 運営や の学力向上

など 他の点で有 を それが 務

に しているためであると考えられる。 
 
 4．結 び今 の課題 

本研 の から 特 支援学 の教員の特

支援教育に するやりがい び 務 を め

るには 同 と して特 支援教育を行うこと

を 進し 管理 はその を 的に

することが必要であると考えられる。他方

学 の教員の特 支援教育に するやりがいを

進するには 特 支援教育に関する ・

の や研修 を行うなど学 レ での ー

が必要であり 務 を 進するには同

との 的な交 が必要であると考えられる。 
 後の課題として 本研 の の特 支

援学 は1 の の 一事例であるため 特 支

援学 としての特性を表した とは言い い。

さらに 教員の特 支援教育に するやりがいを

める要 を るため 本研 で取り上げた自

有 と ー ー 以外の要 の検討も

必要である。 
 

 本 は 30 年度お の 子大学生活

学部 間生活学 発 臨床心理学講 在 時に

した 論文の内容に加 ・修 したものです。ご指導

りました篁 倫子教 に く し上げます。 
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